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政策目標

• 自動車に過度に依存しない交通の
実現

自転車都市と言われている松山では

象徴的な存在として自転車を対象とする

利用環境の改善（ネットワーク化、走行阻

害要因の解消）





背景（目的）

• 自転車利用者の増加とそれに伴う自
転車と歩行者の事故の増加（減少）

• 都市部における自転車走行に関わる
阻害要因（放置自転車、路上看板等、
車道の荷捌車両、乗降待ちタクシー、
乗降時のバス・タクシー等）（解消）

• 自転車利用マナーの劣悪さ（解消）





実験による取り組み
• 自転車の車道走行による有効性の検証

• 自転車・歩行者道における自転車の一方
通行推奨による有効性の検証

＜実験の概要＞

実験時期：平成２４年１月２０日～２月２０日

対象区間：国道１１号勝山交差点～県庁前交差点

実験内容：自歩道の車道側、車道の左側において

自転車マークを設置し、自転車の一方

通行を推奨



実験区間図
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実験中の自転車通行の様子



一番町通り通行時の安全性に対する意識



今後の継続意向





今後展開に向けて(個人的な思い）

• 市民運動としての展開の可能性

今回の実験が市民に受け入れられたのは

・一番町通りを利用する県庁、市役所の

職員の皆さんが、今回の実験の主旨を

理解し、遵守して頂いたことによる。

・一定の人たちが守ってもらうと守らないと

いけないような雰囲気が生まれた。

・その結果として、安全にスムーズに動ける

ことを体感できたのではないか。



自律的な活動へ

相互理解の発展へ

協働による相乗効果へ

（市民力を信じて）


